
生理活性ピペリジン誘導体

ピペリジン誘導体は生理活性を示すものが多く、光学活性体の簡便な合成には興味が
持たれています。我々はピリジン類から簡便に光学活性体を得る新手法を開発しました。

本手法により、抗うつ薬として使用されているパロキセチン前駆体が合成できます。
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新反応による生理活性ピペリジン類の合成

(-)-パロキセチン前駆体

メロキネン前駆体
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